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◇
飯
山
地
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　
３
月
２
日
（
日
）
AM
８
時
30
分

か
ら
、
飯
山
屋
内
運
動
場
に
て
開

催
し
ま
す
。

　

申
し
込
み
お
問
い
合
わ
せ
は
、

飯
山
公
民
館
（
℡
�
３
３
４
２
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

◇
広
報
や
チ
ラ
シ
を
う
ま
く
つ
く
っ
て
み
た
い

　
広
報
編
集
講
座
参
加
者
募
集

　
チ
ラ
シ
や
広
報
を
つ
く
っ
て
み

た
い
人
を
対
象
に
広
報
編
集
講
座

を
開
催
し
ま
す
。
広
報
の
レ
イ
ア

ウ
ト
や
写
真
の
コ
ツ
を
学
び
ま

し
ょ
う
。

　
会
場
は
飯
山
市
公
民
館
、
講
座

は
２
回
コ
ー
ス
で
、
都
合
の
つ
く

日
を
お
選
び
く
だ
さ
い
。

　

申
し
込
み
お
問
い
合
わ
せ
は
、

飯
山
公
民
館
（
℡
�
３
３
４
２
）

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　
・
第
一
講
座

　
　
２
／
26
・
28
の
ど
ち
ら
か

　
・
第
二
講
座

　
　
３
／
４
・
６
の
ど
ち
ら
か

　
　
　
　
夜
７
時
30
分
か
ら

◇
第
11
回秋津

雪
だ
る
ま
ま
つ
り
開
催

　
２
月
９
日
（
土
）
～
11
日
（
祝
）

い
い
や
ま
雪
ま
つ
り
と
同
時
開
催

に
よ
り「
秋
津
雪
だ
る
ま
ま
つ
り
」

が
国
道
１
１
７
号
線
伍
位
野
ポ

ケ
ッ
ト
パ
ー
ク
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
詳
し
く
は
次
号
に
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

◇
第
34
回
木
島
少
年

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
開
催

　
２
月
11
日
（
祝
）
午
前
10
時
か

ら
、
木
島
保
育
園
北
側
特
設
コ
ー

ス
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

◇
木
島
振
興
委
員
会
総
会

　
２
月
17
日
（
日
）
午
後
１
時
30

分
か
ら
木
島
公
民
館
に
お
い
て
開

催
し
ま
す
。

◇
五
団
体
総
会

　

３
月
９
日
（
日
）
午
後
１
時

30
分
か
ら
木
島
公
民
館
で
行
い
ま

す
。

◇
集
落
館
役
職
員
研
修
会

・
地
区
人
権
同
和
学
習
会

　
３
月
21
日
（
金
）
午
後
６
時
か

ら
開
催
し
ま
す
。

・
一
部　
「
木
島
の
歴
史
」

　
　
　
　
講
師　
長
瀬　
哲　
氏

・
二
部　
「
人
権
学
習
会
」

（
ビ
デ
オ
上
映
）
人
権
同
和
推
進
員

◇
第
57
回
「
楽
し
い
集
い
」

　
今
年
も
毎
年
恒
例
の
楽
し
い
集

い
を
３
月
16
日
（
日
）
に
開
催
し

ま
す
。

　
種
目
は
ピ
ン
ポ
ン
（
団
体
戦　

一
般
の
部・子
ど
も
の
部
）、
囲
碁
、

将
棋
、
オ
セ
ロ
、
麻
雀
（
い
ず
れ

も
個
人
戦
）
で
す
。

　
参
加
申
込
み
は
各
集
落
公
民
館

を
通
じ
て
お
願
い
し
ま
す
。
詳
し

く
は
瑞
穂
公
民
館
ま
で
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◇
第
23
回
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ
大
会

　

３
月
２
日
（
日
）、
毎
年
恒
例

の
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
オ
リ
エ
ン
テ
ー

リ
ン
グ
大
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。

　
今
年
度
も
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
の
後
は
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
と
ビ

ン
ゴ
等
の
イ
ベ
ン
ト
を
計
画
し
て

い
ま
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
、
柳
原
公
民
館
ま
で

お
願
い
し
ま
す
。

◇
富
倉
道
祖
神
ま
つ
り
開
催

　

木
島
公
民
館
平
成
19
年
度
の

学
習
講
座
で
、「
男
の
料
理
教
室
」

を
開
設
し
ま
し
た
。

　
昨
今
の
、
若
い
御
夫
婦
の
旦
那

さ
ん
は
、
奥
さ
ん
と
協
力
し
な
が

ら
家
事
を
楽
々
と
こ
な
し
て
居
ら

れ
ま
す
。
無
論
、
若
い
御
夫
婦
に

限
ら
ず
古
～
い
御
夫
婦
の
旦
那
さ

ん
の
中
に
も
御
協
力
を
さ
れ
て
家

事
を
さ
れ
て
居
ら
れ
ま
す
が
、
概

し
て
、
団
塊
の
世
代
の
皆
さ
ん
を

下
限
に
し
て
、
戦
中
や
戦
後
ま
も

な
く
生
ま
れ
の
世
代
の
皆
さ
ん

は
、「
男
子
厨
房
に
入
ら
ず
」
と

躾
を
受
け
て
（
？
）
育
っ
て
き
た

と
思
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、「
何

ん
で
俺
、
マ
ン
マ
作
ら
な
く
っ

ち
ゃ
え
げ
ね
ん
！
」
っ
て
な
事
に

な
り
が
ち
で
す
。
そ
こ
で
、
奥
さ

ん
が
旅
行
と
か
の
短
期
の
御
不
在

な
ら
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
で
も
何
処

で
も
マ
ン
マ
は
間
に
合
う
ん
で
す

が
、
長
期
の
御
不
在
に
な
る
と
悲

惨
な
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
男

も
気
軽
に
厨
房
に
入
る
癖
を
付
け

て
お
い
た
方
が
良
い
だ
ろ
う
と
、

講
座
の
開
設
と
成
り
ま
し
た
。

　
厨
房
に
入
る
男
が
13
名
集
ま
り

ま
し
て
、
身
近
な
食
材
、
自
分
で

作
っ
た
食
材
、
普
段
喰
う
料
理
や

郷
土
料
理
を
、
身
近
な
講
師
先
生

に
お
願
い
し
た
い
と
、「
飯
山
食

　
西
大
滝
地
区
で
は
、
年
間
行
事

の
ひ
と
つ
で
も
あ
り
、
毎
年
恒
例

の
道
祖
神
火
祭
り
が
１
月
に
行
わ

れ
ま
す
。

　
当
日
朝
か
ら
準
備
を
す
る
わ
け

で
す
が
、
役
員
だ
け
で
は
と
て
も

出
来
ま
せ
ん
。
地
域
の
大
人
や
子

ど
も
達
大
勢
の
人
の
助
け
が
必
要

で
す
。
今
年
は
１
月
13
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
が
、
社
殿
も
昨
年
に
劣

る
こ
と
な
く
立
派
に
完
成
し
ま
し

た
。ご
協
力
い
た
だ
い
た
方
々
に
、

館
報
を
通
じ
て
御
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　
さ
て
、
本
番
で
は
、
社
殿
を
必

死
に
守
る
子
ど
も
達
、
火
付
け

を
す
る
大
人
達
、
み
ん
な
で
祭
り

を
盛
り
上
げ
て
い
き
ま
す
。
社
殿

に
火
が
入
り
、
い
よ
い
よ
ク
ラ
イ

マ
ッ
ク
ス
で
す
。
積
み
重
ね
た
茅

も
燃
え
上
が
り
、
書
き
初
め
も
炎

に
舞
い
、今
年
の
祈
願
を
し
ま
す
。

　
年
々
子
ど
も
達
も
少
な
く
な
っ

て
い
く
中
で
は
あ
り
ま
す
が
、
昔

か
ら
受
け
継
が
れ
て
い
る
祭
で

す
。
で
き
る
こ
と
な
ら
ば
、
こ
れ

か
ら
も
継
続
し
て
い
け
れ
ば
い
い

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
火
祭
り
を
ひ
と
つ
例
に
と
っ
て

み
ま
し
た
が
、
大
人
も
子
ど
も
も

お
年
寄
り
も
、
み
ん
な
で
一
緒
に

盛
り
上
げ
て
何
か
作
っ
て
い
く
こ

と
も
素
晴
ら
し
い
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
。

　
あ
と
１
年
、公
民
館
長
と
し
て
、

区
の
皆
様
を
は
じ
め
地
域
の
方
々

に
ご
指
導
い
た
だ
き
な
が
ら
頑
張

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

男
子
も
厨
房
に
入
る
べ
し
！
！

木
島
公
民
館　

館
長　
　

常  

田  

元  

之

「
西
大
滝
道
祖
神
火
祭
り
」

西
大
滝
公
民
館　

館　

長　
　

齋  

藤  

宗  

明

文
化
の
会
」
の
木
島
地
区
の
奥
さ

ん
先
生
に
、
毎
回
変
わ
り
番
こ
に

お
願
い
を
し
ま
し
た
。

　
６
月
か
ら
12
月
ま
で
に
６
回
の

講
座
で
、
毎
回
自
分
で
作
っ
た

料
理
を
肴
に
、「
試
食
の
一
杯
会
」

を
楽
し
み
に
し
な
が
ら
勉
強
を

し
ま
し
た
が
、
最
初
の
１
、２
回

は
、
包
丁
の
手
つ
き
が
危
な
っ
か

し
か
っ
た
り
、
作
っ
た
後
の
片
付

け
の
下
手
な
こ
と
！
い
や
は
や
ど

う
な
る
か
と
心
配
で
心
配
で
。
そ

れ
が
、
最
後
の
12
月
、
ク
リ
ス
マ

ス
パ
ー
テ
ィ
ー
を
兼
ね
た
「
修
了

証
書
授
与
式
」
の
日
に
な
る
と
、

包
丁
タ
ン
タ
ン
タ
ン
、
後
片
付
け

サ
ッ
サ
ッ
サ
と
相
成
り
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
御
座
い
ま
し
た
。

こ
ん
な
講
座
を
や
っ
て
み
た
い
！

  

総
合
学
習
セ
ン
タ
ー

講
座
内
容
募
集

　
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
次
年
度
の
講
座
を

考
え
る
に
あ
た
り
、
皆
様
の
ご
意
見
を
募
集
い
た

し
ま
す
。
や
っ
て
み
た
い
講
座
、
教
え
て
も
ら
い

た
い
講
師
、
こ
ん
な
こ
と
を
教
え
て
み
た
い
方
な

ど
、
ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
：
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
飯
山
市
公
民
館

（
℡ 

�
３
３
４
２　
FAX 

�
５
９
４
０
）

E-m
ail

：koum
inkan@

city.iiyam
a.nagano.jp

作品を展示してみませんか
　総合学習センター（飯山市公民館）
では、館内の市民ギャラリー等に展示
していただける作品を募集しておりま
す。
　展示期間は概ね１ヶ月以内ですが、
それ以上をご希望される場合はご相談
ください。
　サークルや団体の発表の場として、
個人の作品の展示場としてご活用いた
だければと思います。
　詳しくは、飯山市公民館（℡�
３３４２）までお問い合せください。

　

飯　
山　
　
　

　

瑞　
穂　
　
　

　

柳　
原　
　
　

　

木　
島　
　
　

　

秋　
津　
　

　

富　
倉　
　
　

　西大滝公民館長の齋藤宗
明さんです。
　西大滝公民館長の任期は
２年で今年が２年目にあた
ります。今年も昨年以上の
熱さが期待されます。

岡山公民館広報部
　石澤勝彦

　
１
月
６
日
（
日
）
去
年
に
続
い

て
雪
の
少
な
い
中
、
道
祖
神
が
富

倉
活
性
化
セ
ン
タ
ー
前
の
広
場
に

つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

　
富
倉
の
道
祖
神
の
頭
に
は
毎
年

そ
の
年
の
干
支
、
今
年
は
「
ね
ず

み
」
が
飾
ら
れ
、１
月
14
日
（
祝
）

に
は
道
祖
神
祭
が
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
午
後
７
時
に
子
ど
も
達
に

よ
っ
て
火
が
つ
け
ら
れ
、
赤
々
と

炎
が
燃
え
上
が
り
、
ケ
エ
（
平
成

18
年
12
月
号
掲
載
）
が
吹
き
鳴
ら
さ

れ
る
な
か
全
員
で
富
倉
の
繁
栄
と

家
内
安
全
を
祈
り
ま
し
た
。

★★ 魔 法 の ★★

アクリルたわし作り

洗剤なしでお皿がツルツル・ピカピカ

＆ごみ減量のコツを学ぶ

　こするだけで、多少の油汚れなら洗剤なしで落
としてしまうアクリルたわしを作ってみませんか。
手にも環境にもやさしく、かんたんに編めます。
たわしを編んだ後は、「これを知っていれば、即ご
み減量につながること」をいろいろ学びましょう。

■日　時　　3 月 13 日（木）　PM1:30 ～ 3:00
■会　場　　いいやま女性センター未来
■講　師　　飯山くらしの会
■参加費　　無　料
■問合せ　　飯山市公民館（62-3342）申込不要
■持ち物　　アクリル 100%の毛糸 1 玉
　　　　　　　　　　（並太か極太で。アクリル
　　　　　　　　　　100%の着古したセーター
　　　　　　　　　　をほどいたものでもよいで
　　　　　　　　　　す）、7 号～ 8 号くらいの
　　　　　　　　　　カギ針

ちょいエコ講座

頭
に
は
干
支
の
「
ね
ず
み
」


